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F. W. J. シェリング
「悲劇について」
 松　山　壽　一 訳







Philosophie der Kunst と題して行った講義の一部を成す。本翻訳は、当講義の手稿からの
翻訳であり、手稿は最初、彼の息子 K. F. A. Schelling によって編集された全₁₄巻（第一部
₁₀巻、第二部４巻）から成るシェリング全集 F. W. J. von Schellings sämmtliche Werke、






























に収載された。Juichi Matsuyama, Freiheit und Notwendigkeit.　Zur Poetik und Philosophie 
des Tragischen bei Aristoteles und Schelling.　In: Lore Hühn, Philipp Schwab (Hg.): Die 
Philosophie des Tragischen.　Schopenhauer － Schelling － Nietzsche, Walter de Gruyter, 
Göttingen ₂₀₁₁, S.₂₂₃-₂₄₆.　このような機縁もあり、₂₀₀₉年度および₂₀₁₀年度、立命館大
学大学院文学研究科での担当授業では、シェリングの『芸術哲学』講義中の劇詩・戯曲の















































































































































































































































































えがきで触れた独文拙論（Freiheit und Notwendigkeit. Zur Poetik und Philosophie des 
Tragischen bei Aristoteles und Schelling.　In: L. Hühn u. Ph. Schwab (Hg.), Die Philosophie des 
Tragischen, Berlin / Boston, S. ₄₅-₄₆）参照。




















































































Freiheit und Notwendigkeit, a. a. O., S. ₂₄₀）では、悪人の登場する典型的な作品としてイア
ゴーの登場する『オセロー』を挙げておいた。
23? ?




















































Hay の 博 士 論 文 Die Notwendigkeit des Scheiterns. Das Tragische als Bestimmung der 





























































































































































? ? ? ? ? ? ?????
劇ではこれもコロスによって引き受けられた。コロスは回避可能なものばかりでなく、必
要なもの、不可避のものにも眼を配るのだから、コロスは当意即妙に助言し訓戒しはずみ
をつけるという活躍を見せる。
　劇場を空にさせないという現代の詩人たちの重圧も結局はコロスによって除去された。
　さて、われわれが悲劇を内部からすっかり構成した後にわれわれの考察を最終ビジョン
に移すとすると、悲劇は詩の三ジャンルのうちあらゆる側面からまったく絶対的に対象を
指示する唯一のジャンルである。けだし叙事詩は聴き手を絵画同様一つ一つのケース向け
に特定の観点へと限界づけ、聴き手を対象によってその都度語り手に望まれる以上のもの
を見させるからである。演劇は結局のところ三ジャンルのうち真に唯一の象徴的詩文芸な
のだが、それは演劇が自身のテーマの意味を［₇₀₈］表現するだけでなく眼に見えるよう
にすることによってである。つまりそれは言語芸術における造形芸術に対応しており、最
後の全体性として彫刻が他のジャンル［音楽と絵画］を含んだのと同様に芸術世界におけ
るこの
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側面［造形芸術の側面］を含んでいる32）。
32） シェリングは『芸術哲学』講義の特殊部門（V, ₄₈₈ff.）において芸術全体を実在的側面（造
形芸術）と観念的側面（言語芸術）に分類し、前者に音楽、絵画、彫刻を、後者に叙情詩、
叙事詩、劇詩・演劇を含ませており、かつ最後のジャンル（彫刻と劇詩・演劇）が前の二つ
のジャンルを総合した最高次のジャンルと見なしている。同講義中の「悲劇について」末尾
に当たるこの箇所で、シェリングは自身の分類（芸術哲学体系）を踏まえた悲劇・演劇の特
徴づけを行なっている。
